
特定工事の受注実績評価の見直し

特定工事の受注実績評価の見直し方針

 特定工事の受注実績評価の対象拡大

・応札率が低く、不調不落の多い工事内容を特定工事の対象工事として追加する。現行の４工事から７工事に拡大する。
追加工事については、令和５年１月１日から特定工事の指定を行い、その受注実績を令和５年度から評価する。

・追加工事内容：電線共同溝、ダム補修、砂防

・災害復旧
・トンネル補修
・橋梁補修（耐震補強含む）
・浮桟橋補修

・災害復旧
・トンネル補修
・橋梁補修（耐震補強含む）
・浮桟橋補修
・電線共同溝（追加）
・ダム補修（追加）
・砂防（追加）
※追加する特定工事の受注実績の評価適用開始

現行の対象工事 令和５年度以降

・災害復旧
・トンネル補修
・橋梁補修（耐震補強含む）
・浮桟橋補修
・電線共同溝（追加）
・ダム補修（追加）
・砂防（追加）
※R5年１月１日から追加する特定工事の対象工
事の指定開始

令和４年度


